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策
展
開
が
必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
国
に

対
し
、
離
婚
後
の
面
会
交
流
に

つ
い
て
法
律
上
の
規
定
を
す
る

と
と
も
に
、
養
育
費
の
確
保
に

向
け
た
実
効
性
の
あ
る
施
策
の

展
開
を
求
め
ま
す
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
あ
て
〉

 　

平
成　

年
６
月　

日
に
閣
議

２２

１８

決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
」

で
は
、
幼
保
一
体
化
を
含
む
制

度
改
革
の
中
で
、
利
用
者
が
自

ら
選
択
す
る
事
業
者
と
契
約
を

す
る
利
用
者
補
助
方
式
へ
の
転

換
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
年
６
月　

日
に
少
子
化
社
会

２９

対
策
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
の
基
本
制
度
案
要
綱
」
で

は
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
で
き
る
仕
組
み
に
す
る
た
め
、

市
町
村
の
関
与
の
下
、
利
用
者

と
事
業
者
の
間
で
の
公
的
保
育

契
約
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
現
在
も
、
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議

作
業
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
制

度
の
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
中
に
法
案
提
出
が

２３

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
区
市
町
村
の
関
与
に
つ

い
て
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
「
直
接
契

約
方
式
」
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、

◆
認
可
保
育
所
へ
の
「
直

接
契
約
方
式
」
を
導
入

し
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

保
育
所
運
営
事
業
者
が
入
所
す

る
子
ど
も
を
選
択
す
る
よ
う
に

な
り
、
保
育
に
欠
け
る
要
件
を

ど
の
よ
う
に
公
平
に
判
断
す
る

の
か
と
い
っ
た
問
題
や
、
障
害

等
で
特
に
支
援
を
要
す
る
子
ど

も
な
ど
真
に
保
育
が
必
要
な
子

ど
も
が
保
育
所
へ
入
れ
な
い
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ

る
よ
う
、
中
野
区
議
会
は
国
に

対
し
、「
直
接
契
約
方
式
」
の
導

入
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
ま

す
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
あ
て
〉

 　

今
般
の
急
速
な
株
価
下
落
と

円
高
は
地
域
経
済
に
深
刻
な
打

撃
を
与
え
て
い
ま
す
。
政
府
は

平
成　

年
度
第
１
次
補
正
予
算

２１

の
執
行
を
停
止
し
、
今
年
度
の

公
共
事
業
予
算
も
対
前
年
度
比

マ
イ
ナ
ス　

％
と
す
る
な
ど
大

１８

幅
な
予
算
削
減
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
弱
体
化
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
政
府
は
平
成　

年
２３

度
予
算
に
つ
い
て
、
各
省
一
律

１
割
削
減
の
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
事
業

予
算
は
来
年
度
以
降
も
削
減
さ

れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
来
年
度
予
算

概
算
要
求
は
今
年
度
と
同
額
の

予
算
要
求
を
し
て
い
ま
す
が
、

深
刻
な
不
況
に
苦
し
む
地
域
経

済
・
雇
用
を
守
る
た
め
に
は
、

◆
新
た
な
経
済
対
策
を
求

め
る
意
見
書

こ
れ
以
上
の
削
減
は
到
底
認
め

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
深
刻
な
不
況
か
ら
一
刻

も
早
く
抜
け
出
す
た
め
に
、
即

効
性
の
あ
る
事
業
を
前
倒
し
で

行
う
な
ど
、
景
気
を
刺
激
す
る

政
策
を
速
や
か
に
打
ち
出
す
べ

き
で
す
。

　

よ
っ
て
国
会
及
び
政
府
に
お

い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
以
下
の
政
策
を
速
や

か
に
実
行
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

１　

デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
て
政

府
が
毅
然
た
る
意
志
を
示
し
、

日
本
銀
行
と
の
適
切
か
つ
強

固
な
協
力
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
。

２　

将
来
性
あ
る
地
域
医
療
な

ど
の
事
業
に
集
中
的
に
投
資

し
、
企
業
に
よ
る
雇
用
や
設

備
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
。

３　

来
年
度
予
算
に
お
け
る
公

共
事
業
費
を
維
持
・
拡
充
し
、

地
域
経
済
・
雇
用
の
下
支
え

を
す
る
こ
と
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
、
国
家
戦
略
担
当
大
臣
、
内

閣
官
房
長
官
あ
て
〉

 　

米
価
は
既
に
過
去　

カ
月
で

１０

１
俵
あ
た
り
約
１
０
０
０
円
下

落
し
、
１
俵
あ
た
り
１
７
０
０

円
の
戸
別
所
得
補
償
を
背
負
っ

た
平
成　

年
度
産
米
が
市
場
に

２２

流
通
し
始
め
る
と
、
本
年
も
豊

作
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

米
価
の
さ
ら
な
る
下
落
の
可
能

性
が
極
め
て
高
い
で
す
。

◆
米
価
下
落
へ
の
緊
急
対

策
を
求
め
る
意
見
書

　

米
価
下
落
の
原
因
は
、
米
価

下
落
と
財
政
支
出
拡
大
の
持
続

的
連
鎖
が
生
じ
る
不
適
切
な
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
に
あ

り
ま
す
。
コ
メ
の
生
産
に
よ
る

収
益
が
過
剰
に
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
農
地
の
貸
し
は
が
し
、

貸
し
渋
り
が
起
き
て
お
り
、
加

え
て
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算

が
約
３
分
の
１
に
縮
減
さ
れ
た

こ
と
と
相
ま
っ
て
、
集
落
営
農

の
促
進
や
農
業
基
盤
整
備
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
現
状
は
こ
れ
以

上
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
下
の
政
策
を
こ
の
ま
ま
進

め
る
と
、
い
ず
れ
財
政
的
に
破

綻
し
た
戸
別
所
得
補
償
は
打
ち

切
ら
れ
、
農
家
は
所
得
の
大
幅

減
少
、
消
費
者
は
麦
・
大
豆
の

減
産
や
安
全
な
国
産
米
生
産
農

家
の
大
幅
減
少
に
直
面
し
、
日

本
農
業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
か
ね
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
直
ち
に
コ
メ
の
戸
別

所
得
補
償
を
打
ち
切
り
、
そ
の

財
源
を
麦
・
大
豆
な
ど
の
生
産

を
促
進
す
る
政
策
や
、
集
落
営

農
の
促
進
、
多
様
な
担
い
手
の

育
成
、
コ
メ
の
過
剰
在
庫
解
消

な
ど
の
政
策
を
強
力
に
推
し
進

め
る
べ
き
で
す
。

　

よ
っ
て
国
会
及
び
政
府
は
現

下
の
米
価
が
下
落
し
て
い
る
現

状
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
現
在

の
農
政
を
抜
本
的
に
改
め
、
直

ち
に
政
策
転
換
を
図
る
べ
き
で

す
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
、
財
務
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、国
家
戦
略
担
当
大
臣
あ
て
〉

 　

離
婚
件
数
は
年
間　

万
組
を

２５

超
え
、
巻
き
込
ま
れ
る
子
ど
も

の
数
は
年
間　

万
人
以
上
に
も

２４

な
り
ま
す
。
離
婚
後
の
親
子
の

問
題
と
し
て
、
面
会
交
流
と
養

育
費
が
あ
り
ま
す
。

　

離
婚
後
の
子
の
監
護
及
び
親

権
に
つ
い
て
定
め
た
民
法
第
７

６
６
条
、
第
８
１
９
条
に
は
子

ど
も
と
別
居
親
と
の
面
会
交
流

に
つ
い
て
の
規
定
が
な
く
、
裁

判
所
の
調
停
で
面
会
交
流
の
取

り
決
め
を
行
っ
て
も
、
子
ど
も

を
監
護
す
る
同
居
親
が
面
会
交

流
を
拒
否
す
る
と
、
会
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
権

利
条
約
に
は
「
締
約
国
は
、
児

童
の
最
善
の
利
益
に
反
す
る
場

合
を
除
く
ほ
か
、
父
母
の
一
方

又
は
双
方
か
ら
分
離
さ
れ
て
い

る
児
童
が
定
期
的
に
父
母
の
い

ず
れ
と
も
人
的
な
関
係
及
び
直

◆
離
婚
後
の
面
会
交
流
及

び
養
育
費
の
確
保
に
関

す
る
意
見
書

接
の
接
触
を
維
持
す
る
権
利
を

尊
重
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
離
婚
が
子
ど
も
に
と
っ

て
過
度
の
心
理
的
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
は
、
子

ど
も
や
別
居
親
に
対
す
る
人
権

侵
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
面
会
交

流
に
つ
い
て
法
律
に
規
定
さ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
約

９
割
を
占
め
る
母
子
家
庭
の
平

均
年
収
は
２
１
３
万
円
（
平
成

　

年
）
で
、
全
世
帯
平
均
額
の

１７４
割
を
下
回
り
ま
す
。
母
子
家

庭
が
経
済
的
に
自
立
し
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
は
、
養
育
費
の
確
保
が
重
要

で
す
。
厚
生
労
働
省
の
平
成　
１８

年
全
国
母
子
世
帯
等
調
査
で
は
、

離
婚
母
子
家
庭
の
う
ち
養
育
費

を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
、
受

け
た
こ
と
が
あ
る
者
は
約
３
割

５
分
で
平
均
月
額
４
万
２
千
円

と
、
い
ま
だ
に
養
育
費
の
確
保

は
十
分
と
は
言
え
ず
、
養
育
費

の
確
保
に
向
け
た
さ
ら
な
る
施

可
決
し
た
議
案

第３回
定例会

ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
桃
花
学
童
ク
ラ
ブ
の

分
室
及
び
武
蔵
台
学
童
ク
ラ
ブ

の
分
室
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

桃
花
学
童
ク
ラ
ブ
及
び
武
蔵
台

学
童
ク
ラ
ブ
の
位
置
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

●
中
野
区
立
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

新
た
に
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
桃

花
及
び
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
武
蔵

台
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

 
●
決
議

　
（
１
件
・
前
副
区
長
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈
に
関
す
る
決
議
）

●
意
見
書

　
（
５
件
・
次
項
に
掲
載
）

●
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　

第　

回
東
京
都
道
路
整
備
事

２１

業
推
進
大
会
に
議
員
を
派
遣
し

ま
す
。 議

員
提
出
議

議
員
提
出
議
案案

 
●
平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
（
第
２
次
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ　

億
１５

７
２
４
１
万
４
千
円
を
追
加
計

上
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
既
定
予
算
と
の
合
計
額
は
、

１
０
０
７
億
９
４
４
１
万
８
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
区
立
保
育
室

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
旧
中

部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
改

修
経
費
、
認
証
保
育
所
開
設
準

備
補
助
の
増
額
（
２
園
）、
中
野

駅
北
口
改
札
等
改
良
工
事
に
係

る
基
本
設
計
・
実
施
設
計
経
費

の
区
負
担
金
、（
仮
称
）
南
部
防

災
公
園
用
地
整
備
に
伴
う
東
京

大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育

学
校
の
体
育
館
移
転
補
償
費
及

び
財
政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど

で
す
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
用
地
特

２２

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ　

億
４４

７
３
５
１
万
円
を
追
加
計
上
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
既

定
予
算
と
の
合
計
額
は
、　

億
６１

２
１
５
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
介
護
保

２２

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
８

７
６
万
６
千
円
を
追
加
計
上
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
既

定
予
算
と
の
合
計
額
は
、
１
７

０
億
５
６
７
６
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

区
長
提
出
議

区
長
提
出
議
案案

●
中
野
区
情
報
政
策
官
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

副
区
長
の
担
任
制
の
廃
止
に

伴
い
、
情
報
政
策
官
の
職
務
に

係
る
規
定
を
改
め
る
も
の
で
す
。

●
警
察
大
学
校
等
跡
地
地
区
仮

称
中
央
部
防
災
公
園
整
備
工

事
請
負
契
約

　

警
察
大
学
校
等
跡
地
地
区
仮

称
中
央
部
防
災
公
園
の
整
備
工

事
を
行
う
た
め
、
契
約
を
締
結

す
る
に
あ
た
り
、
議
決
を
し
た

も
の
で
す
。

　

工
事
の
概
要
は
、
広
場
舗
装
、

植
栽
、
水
景
施
設
、
防
災
施
設

等
の
整
備
で
す
。

●
中
野
区
自
転
車
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

中
野
西
自
転
車
駐
車
場
を
有

料
制
駐
車
場
と
し
て
設
置
す
る

に
あ
た
り
、
そ
の
名
称
及
び
位

置
を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
中
野
区
立
児
童
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
桃
花
及
び

キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
武
蔵
台
の
設

置
に
伴
い
、
橋
場
児
童
館
及
び

武
蔵
台
児
童
館
を
、
新
し
い
中

野
を
つ
く
る　

か
年
計
画
（
第

１０

２
次
）
に
基
づ
き
沼
袋
西
児
童

館
を
、
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

●
中
野
区
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

沼
袋
学
童
ク
ラ
ブ
、
丸
山
学

童
ク
ラ
ブ
及
び
野
方
学
童
ク
ラ

ブ
を
廃
止
し
、
新
た
に
緑
野
学

童
ク
ラ
ブ
及
び
平
和
の
森
学
童

（
次
頁
に
続
く
）

可
決
し
た
意
見
書

第３回
定例会


